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た
。

　
生
徒
同
士
の
質
問
や
、
教
員
か
ら
の
質
問
に
も
英
語
で
答

え
よ
う
と
す
る
姿
は
、
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
後
輩
に
託

す
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
公
開
講
演
会

海
棲
哺
乳
類
の
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

　
二
月
四
日
（
土
）
に
武
庫
川

女
子
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
公

江
記
念
講
堂
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
公
開

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
回

は
講
師
と
し
て
京
都
大
学
野
生

動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
谷
曜

子
教
授
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
海
棲
哺
乳
類
と
は
海
に
棲
む

哺
乳
類
の
総
称
で
、
イ
ル
カ
、

ク
ジ
ラ
、ア
ザ
ラ
シ
、ア
シ
カ
、

ラ
ッ
コ
な
ど
が
い
ま
す
。
人
間
と
同
じ
哺
乳
類
で
あ
り
な
が

ら
、
海
の
中
を
自
由
に
動
き
回
れ
る
動
物
た
ち
ー
彼
ら
の
行

動
や
生
態
に
つ
い
て
調
査
す
る
方
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
共
存
で
き
る
海
を
守
る
た
め
の
方
法
を

考
え
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
棲
哺
乳
類
と

歴
史
や
、
海
棲
哺
乳
類
と
漁
業
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
お

話
や
、「
女
性
×
キ
ャ
リ
ア
×
研
究
」
と
い
う
観
点
で
、
ご

自
身
の
研
究
活
動
と
出
産
・
育
児
の
時
の
ご
経
験
の
お
話
、

日
本
や
そ
の
他
の
国
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
在
り
方
に
つ

い
て
お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｇ
Ｅ
Ｃ
発
表
会

T
he G

reatest P
ioneers!

　
二
月
十
八
日
（
土
）
に
武
庫
川
女
子
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ

ス
公
江
記
念
講
堂
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｃ
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｃ
系
ク
ラ
ス
で
は
、
日
頃
の
教
育
活
動
の
な
か
で
、

世
界
中
の
方
々
と
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
交
流
し
、

探
究
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発
信
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
Ｇ
Ｅ
Ｃ
系
一
期
生
の
今
回
の
発
表
は
、
創
造
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ー
ス
の
先
駆
者
と
し

て
、
自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た

こ
と
を
後
輩
た
ち
へ
の
バ
ト
ン

と
し
て
繋
い
で
く
れ
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｅ
Ｃ
と
は
高
校
二
年
・
三

年
の
創
造
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

の
中
に
あ
るG

lobal English 
Com

m
unication

系
の
こ
と

を
表
し
ま
す
。

内
容
を
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

一
、
教
育
の
条
件
整
備
に
つ
い
て

⑴
健
康
的
な
環
境

　
騒
々
し
い
雑
音
と
溷こ

ん

濁だ
く

し
た
空
気
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
学

校
と
住
宅
と
の
群
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
土
地
。
西
に
は
六
甲

の
山
な
み
を
遙
か
に
望
み
、
東
に
は
武
庫
河
畔
の
松し

ょ
う
ら
い籟を
聞

き
、
南
に
は
ち
ぬ
の
広
ご
る
海
原
を
間
近
に
控
え
て
、
空
気

は
ま
こ
と
に
清せ

い
ち
ょ
う澄、健
康
的
で
理
想
的
な
教
育
環
境
で
あ
る
。

（
中
略
）

三
、
生
活
指
導
に
つ
い
て

　
本
学
院
は
、
学
院
長
を
中
心
に
大
学
、
高
校
、
中
学
の
職

員
、学
生
、生
徒
が
家
族
の
よ
う
な
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、

お
互
に
善
意
と
愛
情
に
硬
く
結
ば
れ
て
、
励
ま
し
合
い
助
け

合
っ
て
、
人
間
形
成
の
道
に
勤
し
ん
で
い
る
学
園
で
あ
る
。

「
水
澄
み
山
静
か
に
し
て
風
濤
偕
に
和
す
」
と
は
学
院
長
の

常
に
口
に
せ
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
学
園
に
あ
る
も

の
全
て
が
、
学
院
長
を
中
心
と
し
て
、
一
体
と
な
っ
た
風ふ

う

濤と
う

偕か
い

和わ

の
学
風
を
指
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
中
学
、高
校
は
同
じ
校
舎
の
中
で
、共
に
学
び
共
に
遊
び
、

悲
し
み
も
喜
び
も
共
に
す
る
生
活
共
同
体
で
あ
る
。
而し

か

し
て

こ
れ
を
貫
く
指
導
体
系
は
ま
こ
と
に
風
濤
偕
和
の
大
和
の
精

神
で
あ
る
。
こ
の
生
活
指
導
体
系
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の

に
「
私
た
ち
の
憲
章
」
が
あ
る
。（
後
略
）

　「
私
た
ち
の
憲
章
」
は
、「
こ

こ
ろ
の
あ
と
」
四
頁
に
あ
り
ま

す
。
創
立
八
十
四
年
を
迎
え
た

今
、
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
と

「
こ
こ
ろ
の
あ
と
」
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
写
真
は
昭
和
三

十
九
（
一
九
六
四
）
年
竣
工
時

の
第
二
学
舎
（
現
・
浜
甲
子
園

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
す
。

令
和
四
年
度　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
卒
業
研
究
発
表
会

　
二
月
四
日
（
土
）
に
本
校
図

書
館
棟
Ａ
Ｖ
１
教
室
で
、
令
和

四
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
卒
業
研
究
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
高
校
三
年

創
造
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
生

徒
た
ち
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
に
成
果
発
表
会
を
終

え
、
多
く
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
元
に
さ

ら
に
研
究
を
深
め
な
が
ら
、
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
て
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
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友
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澤
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豪

七
十
五
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
三
年

前
、
コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高
校
生
活
で
し
た
。
授
業
は
も
ち

ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
活
動
の
中
止
や
延
期
、
縮
小
が
続
い
た
三
年
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
編
集
し
て
い
く
う
え
で
も
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
多
く
が
マ
ス
ク
で
覆
わ
れ
て
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
上
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
の
大
切
さ
を
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

リ
モ
ー
ト
で
効
率
的
に
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
我

慢
し
て
、
そ
の
分
た
く
さ
ん
工
夫
も
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
高
校
生
活
で
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
た
の
が
、
そ
れ
ま

で
当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
た
「
み
ん
な
の
時
間
」
で
し
た
。
時
間
だ
け
は
誰
に
で
も
平
等
で
、
そ
し
て
ど
ん
な
偉

い
人
や
強
い
人
で
も
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
制
限
さ
れ
た
生
活
、
制
限
さ
れ
た
時
間
の
中
で
、
皆
さ
ん
は
「
親
友
」

と
呼
べ
る
友
に
出
会
え
ま
し
た
か
？

「
大
切
な
友
情
」
を
表
現
す
る
言
葉
は
、
世
界
の
各
言
語
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。
韓
国
で
は
「
栗
の
友
（
パ
ン･

チ
ン
ク
）」
と
い
わ
れ
、
栗
は
表
面
に
チ
ク
チ
ク
痛
い
イ
ガ
が
あ
り
、
そ
の
下
に
堅
皮
、
そ
し
て
そ
の
下
に
も
ま
だ

渋
皮
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
に
初
め
て
美
味
し
い
実
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
悩
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
、
一
緒

に
悲
し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
と「
時
間
」と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
友
情
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
国
で
は
「
同
学
（
ト
ン
シ
ュ
エ
）」
と
い
っ
て
、
同
郷
の
人
や
同
級
生
を
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
彼
ら
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
学
校
時
代
に
一
緒
に
「
時
間
」
を
過
ご
し
た
「
ト
ン
シ
ュ
エ
」
は
社
会
に
出
て
か

ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
大
き
な
つ
な
が
り
を
持
つ
、
い
つ
ま
で
も
大
切
な
友
だ
ち
で
す
。
日
本
語
に
は
「
竹
馬

の
友
（
ち
く
ば
の
と
も
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
の
頃
に
一
緒
に
竹
馬
を
し
た
友
だ
ち
」
と
い
う
中

国
の
故
事
が
由
来
の
よ
う
で
す
が
、
よ
く
よ
く
竹
馬
を
や
っ
て
み
る
と
、
竹
馬
は
一
本
で
は
立
て
な
い
、
二
本
あ
る

か
ら
前
に
進
む
こ
と
も
、
時
に
は
後
ろ
に
歩
く
こ
と
や
駆
け
足
さ
え
で
き
る
。
大
切
な
友
だ
ち
が
い
る
か
ら
、
し
っ

か
り
と
前
に
進
め
る
と
い
う
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
〜
旅
立
ち
の
時
〜
で
す
。
大
切
に
し
た
「
み
ん
な
の
時
間
」
の
中
で
育
ん
だ
友
情
を
胸
に
、
新

し
い
日
々
に
向
か
っ
て
卒
業
の
時
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

「
友
」
同
じ
空
の
下
、
ど
こ
か
で
い
つ
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
五
月
に
欧
米
教
育
視
察
よ
り
戻

ら
れ
た
校
祖 

公
江
喜
市
郎
先
生
は
、
理
想
の
女
子
教
育
を

確
立
し
た
い
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
、
武
庫
川
学
院
の
設
立

に
励
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年

二
月
二
十
五
日
に
、
文
部
省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
か
ら
武

庫
川
学
院
の
設
立
と
武
庫
川
高
等
女
学
校
設
置
の
認
可
を
受

け
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
日
を
「
創
立
記
念
日
」
と
し
て
今

日
に
至
り
ま
す
。

　
一
九
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
「
風ふ

う

濤と
う

偕と
も

に
和わ

し
て
　
〜
公

江
喜
市
郎
先
生
の
歩
ん
だ
道
」
と
い
う
本
の
二
九
九
頁
に

は
、
こ
の
浜
甲
子
園
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
て
ら
れ
た
時
の
「
本

校
教
育
の
特
色
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

武
庫
川
学
院
創
立
記
念
日
　
84
周
年
を
迎
え
て
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第
七
十
五
回
　
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

日
時
　
　
三
月
三
日
（
金
）　
午
前
九
時
三
十
分
開
式

場
所
　
　
武
庫
川
女
子
大
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
公
江
記
念
講
堂

　
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ
の
佳
き
日

に
、
在
校
生
・
教
職
員
一
同
、
心
か
ら
卒
業
生
を
祝

福
し
、
送
り
出
し
ま
す
。

中
学
校
全
校
読
書
会

　
二
月
二
日
（
木
）
七
限
目
の

Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
中
学
校
全
校
読
書
会

を
行
い
ま
し
た
。
図
書
情
報
委

員
会
を
中
心
に
、
中
学
生
全
員

が
学
年
や
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え

て
、
三
十
の
会
場
に
分
か
れ
、

図
書
委
員
が
選
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ

の
本
を
も
と
に
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
一
冊
の
本
に
そ
れ
ぞ
れ
が
向
き
合
い
、
そ
し

て
お
互
い
の
感
想
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
意
見
を
素

直
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
部　

第
十
九
回 

音
楽
会

　
二
月
十
二
日
（
日
）
に
武
庫

川
女
子
大
学
公
江
記
念
講
堂

で
、
第
十
九
回
音
楽
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
入
場
制
限
を
行
わ

な
か
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ま
や
卒
業
生
が
、
コ
ー

ラ
ス
部
の
活
躍
を
一
目
見
よ
う

と
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
曲
や
、

中
高
合
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ピ
ン

パ
ー
ネ
ル
」
を
披
露
し
、
皆
さ
ま
を
す
て
き
な
歌
と
ダ
ン
ス

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
世
界
へ
お
連
れ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
作
曲
家
で
あ
る
信
長
貴
富
氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
に
作
曲
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
を
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

　
一
月
二
十
九
日
（
日
）

に
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
兵
庫
県
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校

を
含
む
多
数
の
高
校
が
参

加
す
る
会
で
す
。

　
創
造
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
二
年
生
と
三
年
生
が
、
口
頭

発
表
や
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
自
身
の
研
究
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
一
年
生
も
見
学
者
と
し
て
参
加
し
、
今
後
の
研
究

に
生
か
そ
う
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
三
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
で
、
紙
面
共
有
や
リ
モ
ー
ト
で
の

発
表
よ
り
、
対
面
で
の
発
表
の
方
が
得
る
も
の
が
多
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園
全
国
大
会
へ
出
場
！

　
一
月
二
十
八
日
（
土
）
に
大
阪
工

業
大
学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ロ

ボ
ッ
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
甲
子
園
全
国
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
二
十
一

会
場
の
地
方
大
会
を
通
過
し
た
二
十

五
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

伊
藤
美
柚
さ
ん
（
高
一
）
が
兵
庫
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
ポ
ス

タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

一
次
審
査
に
見
事
通
過
し
、
十
名
し

か
進
出
で
き
な
い
二
次
審
査
へ
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

短
期
交
換
留
学
が
再
開
さ
れ
ま
す
！

　
令
和
五
年
が
始
ま
り
、
本
校
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
国

際
交
流
事
業
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
初
め
と
し
て
、
三
月
五
日
（
日
）
〜
二
十
五
日
（
土
）

の
三
週
間
、
二
名
の
高
校
生
を
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ラ
イ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｗ
Ａ
）
校
に
短
期
交
換
留
学
生

と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

　
Ｃ
Ｗ
Ａ
校
と
本
校
が
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
提
携

を
結
ん
で
か
ら
二
十
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

互
い
に
生
徒
を
派
遣
で
き
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
六
月
に
は
、
研
修
団
と
し
て
Ｃ
Ｗ
Ａ
校
か
ら
十
二
名
の
生

徒
が
本
校
を
訪
れ
ま
す
。
校
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
で
き

る
日
を
心
待
ち
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

₃　月　行　事　予　定
日 曜 行事予定 高３行事予定

１ 水 高校３年生との別れの式（8：35 グラウンド） ▼転編入学考査願書受付（～10日） 卒業記念植樹
高３卒業式練習

２ 木 卒業式予行練習（公江記念講堂） 卒業式予行練習（公江記念講堂）

３ 金 第75回 卒業証書授与式（高１以下自宅学習） 第75回卒業証書授与式

４ 土 期末考査（中３・高２・高１）

５ 日 中３行事予定

６ 月 期末考査（中学・高２・高１）

７ 火 期末考査（中学・高２・高１）

８ 水 期末考査（中２・中１・高２・高１） 自宅学習

９ 木 期末考査（中２・中１・高２・高１） 自宅学習

10 金 自宅学習（中２・中１・高２・高１） ▼転編入学考査願書受付締切 登校日
（答案返却・学年集会・得点確認票配布）

11 土 休日　学科説明会

12 日

13 月 答案返却・解説授業（30分×６） 自宅学習

14 火 答案返却・解説授業（30分×６） 自宅学習

15 水 学年集会・HR・期末考査得点確認票配布（中２・中１・高１・高２）学科説明会 HR・大清掃

16 木 自宅学習（中２・中１・高１・高２） 中学卒業式予行 
中学内部進学者入学金等納入期間（～22日）

17 金 中学卒業式（他学年自宅学習） 卒業式

18 土 自宅学習

19 日

20 月 自宅学習 ▼一般・帰国・転編入学考査
▼高校入試２次募集願書受付開始

21 火 春分の日　第34回音楽教室発表会

22 水 自宅学習 ▼一般・帰国・転編入学合格発表・入学手続き
▼高校入試２次募集願書受付締切

23 木 休暇中の諸注意・表彰・大清掃 ▼高校併願者入学金等納付期日
▼高校入試２次募集試験日

24 金 終業式・離任式（8：45～ AV1）

25 土 休日　高校併願者入学手続き（13：00～13：30）
新入生オリエンテーション（中学 9：30～11：00／高校（内部進学生含）14：00～15：30　公江記念講堂）

26 日

27 月

28 火 高校２ GEC研修（東京方面～31日）

29 水

30 木

31 金

Ａ
週

Ａ
週

Ａ
週

Ｂ
週

Ｂ
週

宮
城
県
の
幼
稚
園
に
お
も
ち
ゃ
を
贈
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
十

一
年
前
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
東
日
本
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
企
画
は
、
気
が
つ
け
ば
恒

例
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
高
校
三
年
「
家
庭
看

護
・
福
祉
」
を
選
択
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
授
業
の
中
で
お

も
ち
ゃ
を
作
り
、
宮
城
県
の
幼
稚
園
に
贈
り
ま
し
た
。
そ
の

お
礼
に
お
手
紙
と
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

高
校
入
試　

２
次
募
集

・
出
願
期
間

　（
窓
口
）
令
和
五
年
三
月
二
十
日
（
月
）

〜
二
十
二
日
（
水
）
十
六
時

　（
郵
送
）
令
和
五
年
三
月
二
十
日
（
月
）

〜
二
十
二
日
（
水
）
必
着
　

・
入
学
考
査
日

　
令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
（
木
）
九
時
集
合

※ 

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

本
校
事
務
室
、
入
試
相
談
室
ま
で
。

　
℡
（
代
）
〇
七
九
八
―
四
七
―
六
四
三
六

☆
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
☆

◯
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

・
第
50
回
兵
庫
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
高
砂
市
文
化
会
館
（
１
／
14
）

　
銀
賞
　
　
高
等
学
校
の
部

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
　

　
　
森
　
　
優
歩
（
高
２
）
財
満
　
陽
菜
（
高
２
）

　
　
筑
紫
　
　
凛
（
高
１
）
長
谷
川
桃
子
（
中
３
）

◯
柔
道
部

・
第
64
回
近
畿
高
等
学
校
柔
道
新
人
大
会
　
兵
庫
県
立
武
道
館
（
１
／
21
）

　
第
２
位
　
　
女
子
個
人
戦
　
70 

kg 

級

　
　
長
﨑
ひ
あ
り
（
高
２
）

◯
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

・ 

第
19
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
バ
ト
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

兼 

第
76
回
兵
庫
県

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
宝
塚
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
１
／
29
）

選
手
権
の
部

　
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
　
シ
ニ
ア
Ⅰ

 

※
１
位
　
小
林
　
海
音
（
高
３
）

 

６
位
　
坂
口
　
美
瑛
（
高
３
）

　
ト
ゥ
ー
バ
ト
ン
　
シ
ニ
ア
Ⅰ

 

※
１
位
　
坂
口
　
美
瑛
（
高
３
）

　
ス
リ
ー
バ
ト
ン
　
ジ
ュ
ニ
ア
Ⅱ

 

※
４
位
　
岩
﨑
　
愛
和
（
中
３
）

　
ソ
ロ
ス
ト
ラ
ッ
ト
　
シ
ニ
ア
Ⅰ

 

２
位
　
小
林
　
海
音
（
高
３
）

　
ダ
ン
ス
ト
ワ
ー
ル
　
ジ
ュ
ニ
ア
Ⅱ

 

４
位
　
伊
達
　
彩
乃
（
中
２
）

 

６
位
　
中
野
　
光
愛
（
中
２
）

　
ダ
ン
ス
ト
ワ
ー
ル
　
シ
ニ
ア
Ⅰ

 

３
位
　
中
野
　
光
咲
（
高
２
）

※
小
林
さ
ん
は
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
部
門
、
坂
口
さ
ん
は
ト
ゥ
ー

バ
ト
ン
部
門
の
な
か
で
、最
優
秀
選
手
と
し
て
兵
庫
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
会
長
と
兵
庫
県
教
育
長
よ
り
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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